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は  

り

　
大
事
な
こ
と
は

　
　
　
み
え
な
い
の
だ

　
テ
レ
ビ
で
は
、
珍
し
い
病
気

を
取
り
上
げ
て
は
放
っ
て
お
く

と
危
な
い
と
言
い
、
不
安
を

煽
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｍ
は
、
サ
プ

リ
を
飲
め
ば
必
要
な
と
こ
ろ
に

供
給
さ
れ
る
と
言
う
。
ま
る
で

髪
の
毛
を
食
べ
れ
ば
髪
が
増
え

る
と
い
う
よ
う
な
話
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
に
レ
フ
リ
ー
は
い
な
い

の
か
。
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
け
が
レ

フ
リ
ー
な
の
か
。

　
新
聞
は
、
宗
教
と
民
間
療
法

の
広
告
を
社
説
よ
り
も
大
き
な

文
字
で
載
せ
て
い
る
。
Ｃ
Ｍ
の

ル
ー
ペ
が
な
く
て
も
読
め
る
よ

う
に
せ
め
て
広
告
よ
り
大
き
く

し
て
ほ
し
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
ホ

テ
ル
を
検
索
で
き
な
い
。
取
り

扱
い
業
者
ば
か
り
が
出
て
く

る
。
や
っ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
つ
け
て
も
、
電
話
番
号
が
見

つ
か
ら
な
い
。
電
話
し
て
も
予

約
は
と
れ
な
い
。
ネ
ッ
ト
上
に

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
い
な
い
の

か
。

　
先
日
、
友
人
が
忘
れ
物
を
届

け
に
来
た
。
そ
の
際
、
私
も
忘

れ
物
を
し
て
大
変
な
こ
と
が

あ
っ
た
こ
と
を
話
し
た
。
友
人

は
帰
っ
た
後
、
忘
れ
物
を
私
に

渡
す
の
を
忘
れ
た
と
言
っ
て
電

話
し
て
き
た
。
私
た
ち
は
ま
だ

高
齢
者
で
は
な
い
。

　
先
が
思
い
や
ら
れ
る
が
、
情

報
に
振
り
回
さ
れ
て
な
る
も
の

か
。
そ
も
そ
も
人
は
大
事
な
こ

と
は
小
声
で
言
い
、
大
事
な
こ

と
は
な
か
な
か
見
え
な
い
と

い
う
の
だ
か
ら
。
Ｃ
Ｍ
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
下
げ
た
ほ
う
が
大

事
そ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
私
も
患
者
に
小
声
で
話

そ
う
か
な
。　
　

 　
　
（
斉
藤
）

・経営セミナー （１面）
・請願署名提出 （１面）
・確定申告の留意点 （２面）
・本県の平均点数低く （２面）
・社保だより （４面）

　
12
月
１
日
㈰
、
サ
ン
セ
ー

ル
盛
岡
で
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
第
１
部
は﹁
労

務
管
理
、
各
種
社
会
保
険
制

度
の
留
意
点
﹃
働
き
方
改
革
﹄

に
向
け
て
﹂
と
題
し
、
社
会

保
険
労
務
士
の
曽
我
浩
氏
に

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
働
き
方
改
革
の

目
的
に
触
れ
、
有
給
休
暇
の

５
日
義
務
化
に
つ
い
て
、
使

用
者
が
労
働
者
に
１
年
以
内

に
５
日
有
給
休
暇
を
与
え
な

い
と
、
１
人
当
た
り
30
万
円

の
罰
金
と
な
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
休
暇
と

休
日
の
違
い
や
36
協
定
、
社

会
保
険
等
や
人
事
の
８
割
は

採
用
で
決
ま
る
こ
と
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
来
年
か
ら
、
賃
金

の
説
明
義
務
が
使
用
者
に
発

生
す
る
こ
と
か
ら
、
正
規
職

  

11
月
28
日
㈭
、
衆
議
院
第

２
議
員
会
館
多
目
的
会
議
室

に
て
﹁
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
を
﹂
全
国
連
絡
会
（
以

下
、
全
国
連
絡
会
）
主
催

の
﹁
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
の
実
現
を
求
め
る
﹂
請

願
署
名
提
出
集
会
が
開
催
さ

れ
、
当
会
か
ら
は
黒
田
副
会

長
と
事
務
局
が
参
加
し
、
こ

れ
ま
で
に
当
県
で
集
約
し
た

署
名
１
千
３
２
４
筆
を
含
む

23
万
６
千
６
８
３
筆
を
提
出

し
ま
し
た
。

  

集
会
に
は
歯
科
医
師
、
医

師
、
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技

工
士
な
ど
の
歯
科
医
療
従
事

者
、
そ
の
他
諸
団
体
、
一
般

参
加
者
を
含
め
２
３
０
名

（
保
団
連
関
係
者
は
１
５
０

名
）
が
参
加
し
、
23
名
の
国

会
議
員
が
来
賓
と
し
て
激
励

に
訪
れ
ま
し
た
。
当
県
関
係

で
は
階
猛
衆
議
院
議
員
秘
書

な
ら
び
に
横
沢
高
徳
参
議
院

議
員
秘
書
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

  

集
会
は
岩
下
明

夫
氏
（
全
国
連
絡

会
副
会
長
・
歯
科

医
師
）
の
開
会
あ

い
さ
つ
に
は
じ
ま

り
、
宇
佐
美
宏
氏

（
全
国
連
絡
会
副

会
長
・
保
団
連
歯

科
代
表
）
が
寄
せ

ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
当
県
関

係
で
は
、
小
沢

働
き
方
改
革
に
対
応
し
た

労
務
管
理
を  

経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催

一
郎
衆
議
院
議
員
よ
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
雨
松
真
希
人
氏

（
全
国
連
絡
会
会
長
・
歯
科
技

工
士
）に
よ
る
基
調
報
告﹁
患

者
さ
ん
と
歯
科
医
療
従
事
者

が
手
を
と
り
あ
っ
て
、
歯
科

医
療
費
の
総
枠
拡
大
実
現
を
﹂

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
基
調
報
告

の
後
、
各
地
・
各
分
野
か
ら

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、横
堀
育
子
氏
（
宮

城
県
保
険
医
協
会
理
事
・
歯

科
医
師
）
よ
り
ア
ピ
ー
ル
が

提
案
さ
れ
盛
大
な
拍
手
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

員
と
パ
ー
ト
の
手
当
の
違
い

な
ど
を
説
明
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
付

け
加
え
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
﹁
新
規
・
継
承

  

集
会
の
前
後
に
は
、
要
請

書
﹁﹃
歯
科
口
腔
保
健
の
充

実
と
歯
科
保
険
医
療
の
充

実
﹄
の
た
め
に
も
歯
科
診
療

報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
、
必

要
な
予
算
の
確
保
を
お
願
い

し
ま
す
﹂、﹁
歯
科
技
工
問
題

の
解
決
の
た
め
歯
科
診
療
報

酬
の
抜
本
的
引
き
上
げ
と
委

託
技
工
取
引
ル
ー
ル
確
立
を

求
め
ま
す
﹂
等
を
持
参
し
、

県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て

要
請
と
資
料
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

  

木
戸
口
英
司
参
議
院
議
員
、

横
沢
高
徳
参
議
院
議
員
と
直

接
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
、

資
料
説
明
な
ら
び
に
要
請
を

行
い
、
歯
科
の
重
要
性
や
問

題
点
に
つ
い
て
一
定
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
小
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
、

階
猛
衆
議
院
議
員
、
高
橋
ひ

な
こ
衆
議
院
議
員
は
秘
書
対

応
と
な
り
ま
し
た
が
、
資
料

を
説
明
の
う
え
議
員
ご
本
人

へ
の
取
次
ぎ
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
鈴
木
俊
一
衆
議
院
議

員
、
藤
原
崇
衆
議
院
議
員
は
、

本
人
・
秘
書
と
も
不
在
で
面

会
が
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

  

請
願
署
名
提
出
集
会
後
に

届
い
た
署
名
に
つ
き
ま
し
て

も
、
再
度
集
約
の
う
え
１
月

30
日
に
提
出
し
ま
し
た
（
次

号
で
報
告
予
定
）。
署
名
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
」

請
願
署
名
提
出

県
選
出
国
会
議
員
に
要
請

木戸口英司議員（右）に要請書を手渡す黒田副会長（左）

滝沢高徳議員（左）へ要請

開
業
と
医
院
経
営
成
功
の
ポ

イ
ン
ト
﹂
と
題
し
、
総
合
メ

デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
盛
岡
営

業
所
の
橋
本
英
則
氏
が
講
演

し
ま
し
た
。

　
最
近
の
開
業
事
情
に
つ
い

て
、
都
市
部
を
中
心
に
全
体

的
に
増
え
て
い
る
が
、
岩
手

県
内
で
み
る
と
廃
業
が
多
く

マ
イ
ナ
ス
傾
向
で
、
18
％
以

上
が
70
歳
以
上
、
そ
の
う
ち

３
割
が
後
継
者
が
お
ら
ず
、

開
業
医
の
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
開
業
準
備
で
心
得
る
べ
き

ポ
イ
ン
ト
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

橋本英則 氏
（総合メディカル㈱）

曽我　浩 氏
（社会保険労務士）

管
理
、
経
営
理
念
・
診
療
方

針
の
明
確
化
、
開
業
地
の
選

定
、
事
業
計
画
の
策
定
、
継

承
開
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
事
例

を
挙
げ
て
説
明
し
、
最
後
に

今
日
か
ら
で
き
る
開
業
準
備

と
し
て
領
収
書
を
大
切
に
保

管
す
る
よ
う
話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、﹁
曽
我

先
生
の
経
験
豊
富
な
お
話
、

わ
か
り
や
す
く
う
な
ず
け
る

部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
﹂、﹁
開
業
に
つ
い
て
実
際

に
か
か
る
費
用
や
手
間
等
を

具
体
的
に
確
認
で
き
た
﹂
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

セミナーのようす
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場
合
は
、
主
に
﹁
簡
易
課
税
﹂

と
い
う
収
入
に
﹁
み
な
し

仕
入
れ
率
﹂（
診
療
の
場
合

は
50
％
）
で
納
税
額
を
計
算

す
る
方
法
の
選
択
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
薬
品
仕

入
な
ど
の
割
合
が
多
い
場
合

は
、
課
税
売
上
か
ら
課
税
仕

入
れ
を
差
し
引
い
て
納
付
税

額
を
計
算
す
る
﹁
原
則
課
税
﹂

を
選
択
し
ま
す
。
課
税
仕
入

れ
に
つ
い
て
、旧
税
率
（
８
％

等
）
と
新
税
率
の
標
準
10
％
、

軽
減
税
率
８
％
の
区
分
が
必

要
で
す
。

２
、
職
員
人
件
費
が
増
加
し

た
ら
税
額
控
除
の
適
否
検

討
　
人
件
費
の
総
額
（
親
族
分

等
を
除
く
）
が
前
年
度
よ
り

増
加
し
、
か
つ
継
続
雇
用

者
（
主
に
雇
用
保
険
加
入
者

で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

者
）
の
給
与
総
額
が
前
年
総

額
よ
り
、
１
・
５
％
以
上
増

加
し
た
場
合
は
、
人
件
費
増

加
分
に
対
し
て
15
％
の
税
額

控
除
が
で
き
ま
す
（
限
度
額

あ
り
）。
そ
の
他
、
教
育
訓

練
費
な
ど
の
支
出
額
に
よ
り

税
額
控
除
が
多
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
検
討
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

３
、
今
回
よ
り
添
付
不
要
と

な
る
書
類

　
昨
年
ま
で
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合

に
、
給
与
や
公
的
年
金
な
ど

の
源
泉
徴
収
票
等
を
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
改

正
に
よ
り
、
今
回
よ
り
一
定

の
書
類
が
添
付
不
要
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
５
年
間
保
存

も
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
主
な
書
類
と
し
て
、
①

給
与
所
得
、
退
職
所
得
及
び

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
、
②
上
場
株
式
配
当
等
の

支
払
通
知
書
、
③
特
定
口
座

年
間
取
引
報
告
書
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

４
、
医
療
費
控
除
領
収
書
の

注
意

　
﹁
医
療
費
の
領
収
書
﹂
の
提

出
が
既
に
不
要
と
な
っ
て
お

り
、
代
わ
り
に
明
細
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。
領
収
書
は
、

申
告
期
限
か
ら
５
年
間
の
保

存
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
移

行
措
置
と
し
て
、
今
回
２
０

１
９
年
の
申
告
ま
で
は
、
領

収
書
の
提
出
に
よ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
次
回
２
０
２

０
年
分
の
申
告
か
ら
は
、
領

収
書
の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
今
年
の
１
月
支
出
分

か
ら
は
明
細
書
に
随
時
記
入

す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
東
京
あ
き
ば
会
計
事
務
所

　
　
　
税
理
士
　
奥
津
　
年
弘

　
今
回
の
確
定
申
告
書
の
提

出
期
限
は
、
所
得
税
は
２
０

２
０
年
３
月
16
日
㈪
、
消
費

税
は
３
月
31
日
㈫
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

１
、
消
費
税
に
つ
い
て

①
変
更
時
点
前
後
で
の
集
計

　
２
０
１
９
年
10
月
１
日
よ

り
、
消
費
税
率
が
変
わ
り
ま

し
た
。
医
療
機
関
の
消
費
税

の
課
税
売
上
は
、
自
費
診
療
、

健
診
収
入
、
予
防
接
種
収
入

な
ど
に
な
り
ま
す
。
課
税
事

業
者
と
な
っ
て
い
る
個
人
事

業
の
医
療
機
関
は
、
１
月
１

日
か
ら
９
月
末
ま
で
の
収
入

と
10
月
１
日
か
ら
12
月
末
ま

で
の
収
入
を
区
分
集
計
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
振
込
の
収
入
に
注
意

　
現
金
収
入
の
場
合
は
、
単

純
に
９
月
30
日
ま
で
の
収
入

を
旧
税
率
８
％
と
す
れ
ば
い

い
の
で
す
が
、
問
題
は
、
10

月
以
降
、
預
金
に
振
り
込
ま

れ
る
自
費
収
入
、
健
診
・
予

防
接
種
収
入
で
す
。
こ
れ
ら

の
収
入
に
つ
い
て
は
、
支
払

通
知
書
な
ど
と
照
合
し
て
、

９
月
末
ま
で
の
診
療
分
と
し

て
請
求
し
た
も
の
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

③
原
則
課
税
は

　
個
人
事
業
の
医
療
機
関
の

し
た
（
当
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）。

　
こ
れ
に
対
し
１
月
14
日
に

朝
日
新
聞
大
阪
本
社
科
学
医

療
部
よ
り
、
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
か
ら

も
同
様
の
意
見

を
も
ら
っ
て
い

る
と
文
書
が 

届

き
ま
し
た
。

１
月
15
日
、

同
部
は
保

団
連
と
懇

談
し
ま

　

１
月
９
日
、
当
会
は
朝

日
新
聞
社
社
長
宛
て
に

２
０
１
９
年
10
月
９
日
掲
載

の
﹁
歯
科
治
療 

進
ま
ぬ
院
内

感
染
対
策
﹂
の
記
事
に
対
す

る
抗
議
文
を
送
り
ま

原
因
は
集
個
に
あ
り
？

　
こ
う
し
た
状
況
は
２
０
１

８
年
度
だ
け
で
は
な
く
、
毎

年
の
傾
向
で
す
。
原
因
の
一

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

は
、
毎
年
行
わ
れ
る
集
団
的

個
別
指
導
で
す
。
集
団
的
個

別
指
導
（
集
個
）
と
は
、
１

件
当
た
り
の
レ
セ
プ
ト
点
数

が
高
い
医
療
機
関
に
対
し
て

行
わ
れ
る
指
導
で
、
集
個
を

受
け
た
翌
年
に
再
び
高
点
数

だ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
翌
年

に
高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導

に
選
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
集
個
は
、﹁
個
別

指
導
を
受
け
た
く
な
け
れ
ば

点
数
を
下
げ
な
さ
い
﹂
と
い

う
無
言
の
圧
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
医
療
機
関

は
無
意
識
あ
る
い
は
意
識
的

に
点
数
を
引
き
下
げ
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
こ
の
こ
と
は
、
患
者
に
対

し
て
必
要
な
医
療
を
提
供
し

て
い
な
い
（
提
供
で
き
な
い
）

こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。

本
県
は
毎
年
実
施

　
集
個
は
、
本
県
で
は
従
来

よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
他
の
都
道
府

県
で
は
何
ら
か
の
事
情
に
よ

り
行
わ
れ
な
い
年
も
あ
り
ま

プ
ト
デ
ー
タ
の
た
め
こ
の
よ

う
な
点
数
と
な
り
ま
す
。

　
診
療
所
で
は
、
内
科
（
透

析
な
し
在
宅
な
し
）
が
１
１

３
８
点
で
38
位
、
内
科
（
透

析
な
し
、
在
宅
あ
り
）
が
１

３
５
９
点
で
33
位
な
ど
、
全

国
平
均
以
下
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
小
児
科
は
46
位
、

泌
尿
器
科
は
47
位
、
眼
科
は

46
位
と
下
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
均
を
超
え
た
の
は
皮

膚
科
と
歯
科
の
み
で
し
た
。

　
本
県
の
２
０
１
８
年
度
の

レ
セ
プ
ト
平
均
点
数
が
、
多

く
の
診
療
科
で
全
国
よ
り
低

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
厚
生
局
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
各

都
道
府
県
の
類
型
区
分
（
診

療
科
）
ご
と
の
１
件
当
た
り

の
平
均
点
数
の
集
計
結
果
で

判
明
し
た
も
の
で
す
。

　
次
頁
の
表
の
通
り
、
本
県

の
一
般
病
院
は
４
万
７
７
１

６
点
で
43
位
、
精
神
病
院
は

３
万
６
７
１
５
点
で
40
位
で

し
た
。
病
院
は
入
院
の
レ
セ

本
県
の
平
均
点
数
　
低
く

全
国
と
の
比
較
調
査

朝
日
新
聞
へ
抗
議 

し
た
。   

の
無
料
期
間
が
過
ぎ
た
と
し

て
、
高
額
の
請
求
書
が
送
ら

れ
て
き
た
﹂
と
い
う
相
談
が

複
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
厚
労
省・

労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も

継
続
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
事
例
で
は
、

電
話
で
求
人
広
告
を
無
料
で

掲
載
す
る
と
提
案
を
受
け
て

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
契
約
書
を
取
り
交

わ
し
た
と
こ
ろ
、

▽
申
込
書
に
は
﹁
無
料
期
間
は

○
週
間
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い

た
が
分
か
り
づ
ら
く
て
見

落
と
し
た

▽
契
約
書
に
は
更
新
し
な
い
場

合
は
契
約
期
間
満
了
日
の

○
日
前
ま
で
に
書
面
で
申

出
が
必
要
と
記
載
が
あ
っ

た
︱

な
ど
の
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
広
告
掲
載
を

依
頼
す
る
場
合
は
必
ず
無
料

掲
載
期
間
の
長
さ
や
有
料
に

な
っ
た
場
合
の
料
金
、
解
約

手
続
き
の
方
法
等
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
不
安
な
場
合
は

ぜ
ひ
協
会
に
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
多
忙
な
時
で

も
し
っ
か
り
断
る
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
神
奈
川
県
保
険
医
新
聞

　
11
月
15
日
号
よ
り
転
載
）

し
た
が
、
近
年
は
会
計
検
査

院
の
指
導
に
よ
り
全
国
で
毎

年
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

集
個
の
選
定
基
準

　
集
個
選
定
の
た
め
の
平
均

点
数
の
デ
ー
タ
は
、
厚
生
労

働
省
が
支
払
基
金
や
国
保
連

か
ら
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
取

り
寄
せ
医
療
機
関
ご
と
に
集

計
し
ま
す
。
集
計
し
た
デ
ー

タ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
厚
生

局
（
本
県
の
場
合
は
東
北
厚

生
局
岩
手
事
務
所
）
に
下
ろ

さ
れ
、
地
方
厚
生
局
は
こ
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
類
型
区

分
（
診
療
科
）
ご
と
に
高
点

数
の
順
番
に
集
個
や
高
点
数

に
よ
る
個
別
指
導
を
対
象
と

最
近
、﹁
無
料
で
当
社

の
サ
イ
ト
に
求
人
広
告

を
出
し
ま
せ
ん
か
﹂
と
い
う

電
話
が
よ
く
来
ま
す
。
色
々

な
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

基
本
的
に
は
断
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

求
人
広
告
掲
載
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

協
会
は
今
年
３
月
に
も
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し

た
が
、
こ
の
間
、﹁
求
人
広
告

を
掲
載
し
な
い
か
と
業
者
か

ら
電
話
が
入
っ
て
契
約
し
た

が
、
後
日
い
き
な
り
３
週
間

（Ｑ）（Ａ） 　〝
無
料
〞
求
人
広
告
に
　
注
意

「
突
然
高
額
な
請
求
書
が
…
」

（
３
面
に
つ
づ
く
）

今
年
の
確
定
申
告
の
留
意
点

今
年
の
確
定
申
告
の
留
意
点
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す
る
医
療
機
関
を
選
定
し
ま

す
。
集
個
は
類
型
区
分
ご
と

に
基
準
点
数
（
岩
手
県
の
平

均
点
数
×
１
・
２
倍
、
病
院

の
場
合
は
１
・
１
倍
）
を
超

え
、
か
つ
上
位
８
％
以
内
の

医
療
機
関
を
選
定
し
ま
す
。

不
公
平
な
選
定
実
態

　
全
て
の
診
療
科
で
最
高
点

数
と
最
低
点
数
が
集
個
の
選

定
指
標
（
平
均
点
数
×
１
・

２
倍
、
病
院
は
１
・
１
倍
）

以
上
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
県
で
は
集
個
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
別
の
県
で
は

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
本
県
の
小
児
科
の
場

合
、
県
平
均
は
７
６
９
点
で

選
定
基
準
は
１
・
２
倍
を
掛

け
た
９
２
２
点
で
す
の
で
、

上
位
の
青
森
県
や
東
京
都
な

ど
は
こ
の
点
数
で
は
集
個
に

選
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

高
点
数
選
定
の
矛
盾

　
高
点
数
に
よ
る
選
定
は
１

９
９
６
年
に
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
医
療
費
の
削
減
が
目
的

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導
を

受
け
た
医
療
機
関
は
そ
の
多

く
が
問
題
の
な
い
医
療
機
関

で
す
。

　
こ
の
他
、
高
点
数
に
よ
る

選
定
は
多
く
の
矛
盾
を
抱
え

ま
す
。
高
点
数
と
な
る
の

は
、
①
月
平
均
の
レ
セ
プ
ト

件
数
が
少
な
い
場
合　
②
高

い
注
射
を
使
っ
た
場
合　
③

手
術
、
内
視
鏡
検
査
、
Ｍ
Ｒ

（
２
面
よ
り
つ
づ
く
）

2018年度診療科ごとの平均点（上位3県、下位3県と岩手県の順位）

順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点

1 兵庫県 55,685 1 三重県 41,558 1 三重県 48,420 1 香川県 1,314
2 北海道 54,875 2 鳥取県 41,519 2 千葉県 18,312 2 広島県 1,310
3 静岡県 54,013 3 山形県 41,450 3 徳島県 17,486 3 北海道 1,299

43 岩手県 47,716 40 岩手県 36,715 37 岩手県 4,585 38 岩手県 1,138

45 茨城県 47,136 45 富山県 35,893 45 秋田県 3,818 45 鳥取県 1,060
46 岡山県 47,021 46 茨城県 35,524 46 福井県 3,543 46 山梨県 1,001
47 香川県 46,722 47 福井県 35,355 47 香川県 3,530 47 沖縄県 987

1.19 1.18 13.72 1.33

順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点

1 千葉県 1,904 1 島根県 2,512 1 佐賀県 1,370 1 高知県 1,903
2 東京都 1,687 2 富山県 1,766 2 東京都 1,252 2 秋田県 1,716
3 宮城県 1,660 3 宮崎県 1,588 3 青森県 1,163 3 京都府 1,669

33 岩手県 1,359 27 岩手県 1,129 40 岩手県 1,210

45 沖縄県 1,272 45 徳島県 871 45 長野県 792 45 鳥取県 1,073
46 山梨県 1,252 46 山梨県 860 46 岩手県 769 46 新潟県 1,060
47 長野県 1,240 47 長崎県 845 47 鹿児島県 755 47 山形県 1,041

1.54 2.97 1.81 1.83

順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点

1 鹿児島県 2,528 1 沖縄県 1,739 1 埼玉県 2,371 1 大阪府 1,252
2 愛知県 1,403 2 福島県 883 2 大分県 1,710 2 北海道 1,208
3 高知県 1,395 3 山形県 765 3 北海道 1,674 3 香川県 1,089

35 岩手県 1,152 9 岩手県 725 40 岩手県 875

45 鳥取県 1,051 45 鹿児島県 562 45 徳島県 777 45 宮城県 827
46 長野県 1,048 46 富山県 552 46 滋賀県 722 46 滋賀県 814
47 新潟県 1,033 47 徳島県 547 47 岩手県 721 47 佐賀県 750

2.45 3.18 3.29 1.67

順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点 順位 都道府県 平均点

1 山形県 1,323 1 東京都 1,051 1 北海道 1,439
2 秋田県 1,264 2 愛知県 940 2 秋田県 1,392
3 沖縄県 1,147 3 宮崎県 899 3 大阪府 1,378

38 岩手県 707 11 岩手県 1,310

45 福島県 760 45 秋田県 654 45 栃木県 1,106
46 岩手県 751 46 滋賀県 640 46 三重県 1,102
47 青森県 727 47 佐賀県 606 47 滋賀県 1,093

1.82 1.73 1.32
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2018 年度 診療科ごとの平均点   （上位3県、下位3県と岩手県の順位）

Ｉ
、
訪
問
診
療
な
ど
点
数
が

高
い
診
療
を
し
た
場
合　
④

地
域
性
、
患
者
の
生
活
実
態

等
に
合
わ
せ
て
期
間
を
置
か

ず
集
中
し
て
治
療
し
た
場
合

な
ど
、
日
常
診
療
の
中
で
ど

う
し
て
も
高
点
数
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
事
情
は
一
切

考
慮
さ
れ
ず
、
一
律
に
高
点

数
と
言
う
理
由
だ
け
で
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は

委
縮
診
療
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
保
団
連
で
は
厚
労
省
に
対

し
て
毎
年
、
高
点
数
に
よ
る

選
定
を
除
外
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
厚

労
省
は
予
算
を
投
じ
て
高
点

数
選
定
の
検
証
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

点
数
に
と
ら
わ
れ
ず
に

　
個
別
指
導
は
誰
で
も
受
け

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

日
頃
か
ら
保
険
診
療
ル
ー
ル

を
正
し
く
理
解
し
て
い
れ
ば

個
別
指
導
を
受
け
て
も
そ
れ

ほ
ど
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
指
導
を
受
け
た

く
な
い
か
ら
と
点
数
を
下
げ

る
医
療
機
関
が
増
え
れ
ば
、

（表は福岡県保険医新聞　第 847 号をもとに加工）

全
体
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
全
体
が
下
が
れ
ば
、
さ

ら
に
選
定
基
準
も
下
が
り
、

点
数
引
き
下
げ
の
連
鎖
に
陥

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
個
別
指
導
は
イ
ヤ
な
も
の

で
す
が
、
点
数
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
最
善
の
医
療
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
な
お
、
個
別
指
導
の
通
知

が
来
た
際
は
、
当
協
会
へ
連

絡
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
対
策
の
参
考
と
な
る

資
料
等
も
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

保険医のための審査、指導、監査対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（医科）

審査、指導、監査制度の仕組みと日常の
留意点をまとめた実務書
定価：4,000 円

カルテ記載を中心とした指導対策テキスト
―審査対策を含めた日常の留意点―（歯科）

従来の内容から審査部分を大幅に補強し、
縦覧・突合点検や算定日情報の留意事項
等を掲載。カルテ記載等に欠かせない内
容を網羅。
定価：2,000 円
★会員の先生には既にお配りしておりますので
　ご参考にしていただければ幸いです。

〈関連書籍のご案内〉



2020年２月５日 「第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 第 521 号　(4)

て
カ
ウ
ン
タ
ー
席
へ
。
ラ
ン

チ
は
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
（
１
１

８
０
円
）と
ピ
ザ
ラ
ン
チ（
１

１
０
０
円
）
の
２
種
類
。

　
ス
ー
プ
、
サ
ラ
ダ
、
ド
リ

ン
ク
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
日
替
わ
り

パ
ス
タ
ラ
ン
チ
を
注
文
。
チ

キ
ン
と
ご
ぼ
う
の
ク
リ
ー
ム

パ
ス
タ
は
ま
ろ
や
か
で
パ
ス

タ
に
よ
く
絡
み
ま
す
。
ロ
ー

ス
ト
さ
れ
た
チ
キ
ン
が
ア
ク

セ
ン
ト
と
な
り
抜
群
の
味
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り

と
し
た
味
で
す
が
、
ペ
ロ
リ

と
食
べ
ら
れ
ち
ゃ
う
お
い
し

さ
で
す
。

　
中
に
チ
ョ
コ
の
粒
々
も
感

じ
ら
れ
る
ア
イ
ス
も
濃
厚
で

一
関
市
花
泉
町
涌
津
境
８
ー
２

℡
０
１
９
１
︱
８
２
︱
３
６
９
０

営
業
時
間

月
～
木

　
11
：
30
～
16
：
00
　

　（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
15
：
00 

）

金　
11
：
30
～
21
：
30
　

　
　（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
21
：
00 

）

土
日

　
11
：
30
～
20
：
00
　

　（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
19
：
30 

）

※
当
分
の
間
日
曜
は

　
16
：
00
閉
店

定
休
日
　
火
曜
日（
他
連
休
有
）

　
台
風
に
よ
り
交
通
が
寸
断

さ
れ
出
勤
で
き
な
い
職
員
に

﹁
危
険
だ
か
ら
無
理
し
て
出

勤
す
る
な
﹂
と
言
っ
て
休
業

さ
せ
た
場
合
給
料
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
労
働
基
準
法
第
26
条
で
は

﹁
使
用
者
の
責
め
に
帰
す
べ

き
事
由
﹂
に
よ
る
休
業
で
あ

れ
ば
休
業
手
当
（
平
均
賃
金

の
60
％
）
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
各
地

を
襲
っ
た
台
風
で
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
方
は
か
な
り

の
数
に
上
り
ま
す
。
道
路
は

寸
断
さ
れ
、
公
共
交
通
機
関

も
動
か
な
い
。
そ
ん
な
時
無

理
し
て
出
勤
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
給
料
は
ど
う

す
べ
き
か
と
い
う
相
談
が
か

つ
て
な
く
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
厚
生
労
働
省
は
﹁
天
災
事

変
等
の
不
可
抗
力
の
場
合

は
、
使
用
者
の
責
め
に
帰
す

べ
き
事
由
に
当
た
ら
ず
使
用

者
に
休
業
手
当
の
支
払
い
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂
と
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
﹁
不

可
抗
力
﹂
と
は
﹁
①
そ
の
原

因
が
事
業
の
外
部
よ
り
発
生

し
た
事
故
で
あ
る
こ
と
②
事

業
主
が
通
常
の
経
営
者
と
し

て
最
大
の
注
意
を
尽
く
し
て

な
お
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
事
故
で
あ
る
こ
と
﹂
と
し

て
い
ま
す
。

⑱ 

災
害
で
出
勤
で
き
な
い
職
員
の

　 

給
料
は
ど
う
な
る

　
今
回
の
多
く
の
地
域
で
は

こ
の
要
素
を
満
た
し
て
い
ま

す
。
た
だ
難
し
い
の
は
働
く

者
の
感
情
で
す
。﹁
法
的
に

は
ゼ
ロ
で
も
構
わ
な
い
。
台

風
の
た
め
休
ん
だ
の
だ
か
ら

賃
金
は
支
払
い
ま
せ
ん
﹂
で

済
む
か
ど
う
か
で
す
。
ま
っ

た
く
賃
金
の
減
額
は
な
く
通

常
の
賃
金
を
支
払
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
時
給
の
と

こ
ろ
な
ど
は
休
業
手
当
に
し

ま
し
た
。
職
員
と
話
し
合
い
、

有
給
休
暇
に
充
て
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
問
題
が
今
後
起
こ
り

得
ま
す
の
で
今
か
ら
対
応
に

つ
い
て
考
え
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

　
例
え
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
曽
我
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

　
所
長
　
曽
　
我
　
　
　
浩

で
す
。
本
人
は
元
気
だ
が
、

小
学
生
の
子
ど
も
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
て
し

ま
っ
た
。
幸
い
実
家
か
ら
親

が
来
て
く
れ
た
の
で
出
勤
で

き
る
と
言
わ
れ
た
場
合
、
職

員
を
出
勤
さ
る
こ
と
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
職
員
で
あ
る

本
人
は
﹁
熱
も
な
い
か
ら
出

勤
す
る
﹂
と
言
っ
て
き
た
場

合
で
す
。
大
事
を
と
っ
て
休

ま
せ
た
場
合
休
業
手
当
を
支

払
う
義
務
は
あ
る
で
し
ょ
う

か
。

　
先
ほ
ど
の
基
準
﹁
①
そ
の

原
因
が
事
業
の
外
部
よ
り
発

生
し
た
事
故
で
あ
る
こ
と
②

事
業
主
が
通
常
の
経
営
者
と

し
て
最
大
の
注
意
を
尽
く
し

て
な
お
避
け
る
こ
と
の
で
き

パスタランチ（1180 円）

262味処

FLORE　CAFE
一関市花泉町

　
平
日
の
13
時
過
ぎ
、
駐
車

場
は
満
車
、
続
々
と
お
客
さ

ん
が
訪
れ
ま
す
。
少
し
待
っ

医
科在

宅
医
療

Q　

当
院
が
訪
問
診
療
し

て
い
る
患
者
さ
ん
が
利
用

し
て
い
る
障
害
者
支
援
施

設
か
ら
﹁
介
護
職
員
等
医

療
的
ケ
ア
研
修
実
地
研
修

実
施
指
示
書
﹂
の
記
入
を

社 保 だ よ り

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

依
頼
さ
れ
た
。
文
書
料
は

医
療
保
険
か
介
護
保
険
で

算
定
可
能
な
の
か
、
そ
れ

と
も
自
費
に
な
る
の
か
。

A　

医
療
保
険
の
Ｃ
０
０

７－

２
介
護
職
員
等
喀
痰

吸
引
等
指
示
料
を
算
定
し

ま
す
。（
県
社
会
福
祉
協

議
会
よ
り
）

施
設
入
所
者
へ
の
医
療

Q　

併
設
し
て
い
る
介
護

老
人
保
健
施
設
（
老
健
）

入
所
者
に
対
し
て
、
処
置

の
経
鼻
栄
養
・
薬
剤
投
与

用
チ
ュ
ー
ブ
挿
入
術
は
算

定
可
能
か
。

A　

点
数
表
の
﹁
算
定
で

き
な
い
処
置
﹂
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い
た
め
算
定
可

能
で
す
。

な
い
事
故
で
あ
る
こ
と
﹂
と

言
え
る
か
ら
賃
金
を
支
払
う

必
要
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
本
人
が
熱
が
あ
っ
て
働

け
な
い
場
合
は
当
然
賃
金
の

支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
供
が
感
染
し
職
員
が

濃
厚
接
触
者
で
休
ま
せ
た
場

合
、
休
業
手
当
は
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
む
ろ

ん
職
員
が
了
解
す
れ
ば
有
給

休
暇
に
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
ど
う

す
る
か
日
常
的
に
話
し
合
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

医院
のた
めの

労務
ワン
ポイ
ント

アド
バイ
ス

【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
９
年

　
　
　
11
月
12
日
㈫

　
19
：
30
～
21
：
25

【
場
　
所
】

　

 

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル
　
会
議
室

【
出
席
者
】

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ
て

13
名

１
、 

２
０
１
９
年
10
月
期
活

動
報
告
並
び
に
２
０
１

９
年
11
～
12
月
期
活
動

計
画
が
承
認
さ
れ
た

２
、 

月
次
会
計
報
告
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

３
、 

２
０
１
９
年
秋
の
組

織
拡
大
な
ら
び
に
共

済
普
及
月
間
報
告
、会

員
紹
介
制
度
の
ク
オ

カ
ー
ド
対
象
者
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
た

４
、 

台
風
被
害
の
対
応
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た

５
、 

Ⅲ
種
会
員
、Ⅳ
種
会
員

の
申
請
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た

６
、 

患
者
署
名
の
組
織
討

議
依
頼
の
提
出
意
見

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た

常
任
理
事
会
だ
よ
り
　
11
月

【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
９
年

　
　
　
12
月
10
日
㈫

　
19
：
00
～
20
：
00

【
場
　
所
】

　

 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

【
出
席
者
】

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ
て

19
名

１
、 

２
０
１
９
年
11
月
期
活

動
報
告
並
び
に
２
０

１
９
年
12
～
２
０
２

０
年
１
月
期
活
動
計

画
が
承
認
さ
れ
た

２
、 

月
次
会
計
報
告
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
た

３
、 

保
団
連
大
会
の
対
応

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た

４
、 

第
43
回
定
期
総
会
の

日
程
候
補
と
会
場
案

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た

理
事
会
だ
よ
り 

12
月

◆保険医年金を「年金」として受給中の方
　1 年間に受け取る年金合計額のうち、利息部分に該当する金額が「雑所得」
となり、他の所得と一緒に申告が必要となります。ただし、年間 25 万円を超
える場合は、源泉徴収されていますので、申告の際には源泉税額の合計額を所
得税額から差し引いてください。年間の支払金額、必要経費（掛金額）、源泉徴
収所得税額等は、「お支払内容報告書」にてご確認ください。

◆保険医年金を「一時金」として受け取られた方
　利息部分が「一時所得」となり、他の所得などと合算して課税されます。ただし、
年間 50 万円の特別控除がありますので、年間 50 万円を超えない「一時所得」
の場合は、申告されても課税はされません。一時所得の計算は下記の通りです。
　　一時所得＝（脱退一時金 － 掛金累計額 － 50 万円）× ½
ご解約のお手続き後にお送りしている「お支払通知書」の確認とあわせて、他
の一時所得がないかどうかも改めてご確認ください。

 

 

共済部から 

 2019 年の保険医年金・休業保障の確定申告について 
 保険医年金 休業保障 

 
保険料（掛金） 

 
生命保険料控除の対象 

 
必要経費にはなりません 

 
 

証明書の送付 
生命保険料控除証明書は、

10 月下旬にお手元に届いて

おります 

 

 

共済部から

2019 年の保険医年金・休業保障の確定申告について
保険医年金 休業保障

保険料（掛金） 生命保険料控除の対象 必要経費にはなりません

証明書の送付 生命保険料控除証明書は、10 月
下旬にお手元に届いております

絶
品
。
店
内
は
小
物
の
雑
貨

や
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本

が
置
い
て
あ
り
、
自
由
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
店
内

を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
楽

し
く
な
っ
て
し
ま
う
カ
フ
ェ

で
す
。


